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東野小学校だより 
   

 

〒279-0042 浦安市東野1-7-3   Tel 047-304-1801 047-304-1822 

優しい心をもち、自ら学び しなやかに生きる児童の育成 

る 

 

 

 

に生きる児童を育成する 

気持ちのよいあいさつができる子ども（交流） 

 温かさと優しさのある言葉遣いができる子ども（徳） 

 学ぶ楽しさを味わうことができる子ども（知） 

 あきらめずに取り組むことができる子ども（体） 

学校の教育目標 

めざす児童像 

前期の頑張りをたくさん褒めてあげてください！   校 長 鳩 岡 和 則 
 

秋はどこへ行ってしまったのかと思うほど記録的な猛暑が続いた９月。月末になって朝夕はようやく秋を感じられ

るような気候になってきました。 

さて、１１日（金）は「前期終了日」です。子ども達は、各担任から通知表を渡されます。個人面談の際に各担任

からお話をさせていただいておりますが、前期通知表には所見がありませんので、子ども達はどうしても「成績」に

目が行きます。さもすると安易に「よくできた」に付いている丸の数だけを数えて、「昨年より増えた（減った）！」

と一喜一憂する子がいるかもしれません。保護者の皆様にご理解頂きたいのは、今回お渡しする通知表は「今学年の

学習内容について、前期課程の中でお子さんがどのような力をつけてきたか」を各担任が評価基準を元に作成したも

のであるということです。昨年度末にもらっている通知表とは学習内容も評価基準も異なります。また、すべての子

ども達が「できる」に到達できるよう、各担任は、日々授業研究を重ね、授業改善を行っています。 

この点を踏まえて、当日、お子さんが保護者の手元に通知表を見せにきた際には、「自分で頑張ったと思うこと」

「力がついたなぁと思うこと」などを話題に対話をし、その全てを称賛してあげてください。同時に「もっと頑張れ

たなぁ」という内容にも触れ、「後期に頑張りたいこと」をお子さんと共有してください。 

１５日（火）からは後期がスタートします。引き続き温かなご支援ご協力をよろしくお願いします。 

 

【おめでとうございます！】 

○夏休みの課題として頑張った作品の中で、以下、見事受賞した児童を紹介します。 

（表彰は２学期終業式内で行う予定です） 

 

『浦安市児童生徒科学作品展』 入選                               『ふるさと浦安作品展』   奨励賞 

＜科学工夫作品の部＞            ＜科学論文の部＞                  ６年 木村碧さん 

２年 谷川陽飛さん               ４年 角田詩明さん                 ６年 伊藤良磨さん 

４年 西邨彰真さん               ５年 寛田岳さん                   ３年 井澤諒 

５年 西山遥都さん               ６年 松岡美希さん 
 

 『青少年読書感想文コンクール』 入選 

 ＜課題図書の部＞               ＜自由読書の部＞ 

 ２年 木村天音さん               １年 大平愛理さん 

４年 齊藤百香さん               ３年 八丁美咲希さん 

６年 西野百華さん               ５年 窪島絵美さん 

 

「あいさつ」 

「ありがとう」 

「あきらめない」 

ひがしの３Ａ 

コミュニティルーム前にある仕掛けをしました。 

懸け橋になればと考えます。 

 



 

１０月１日（火） １４:００ 
 

 １日（火）２日（水）の二日間、
文化会館にて、小中音楽会が行
われ、本校は、１日（火）の午後
の部に６年生が参加しました。 
 また、これに先駆け、９月２７日
（金）全校朝会の中で、合唱「ぜ
んぶ」合奏「リメンバーミー」の
２曲を、一足先に全校児童に披
露してもらいました。 
 これまでの練習の成果が表れ
た、とても素敵な歌声、演奏でし
た。聴いていた在校生は、「すご
い！」「自分たちもこんな演奏が
できるようになりたい。」というよ
うな、憧れの眼差しで聴き入って
いました。 
  

 

【パラリンピアンが本校に】 

 オリンピックイヤーだった今年、多くの選手たちが感動をもらたせてくれましたが、その 1つである、パラリンピ

ック車いすラグビーが日本史上初金メダルを獲得したことは皆さんの心にも刻まれていることと思います。  

その日本代表選手である「池崎大輔選手」「島川慎一選手」がなんと 12月 11日（水）に本校にやってきます。当

日は車いすラグビーの体験会が行われます。当日が待ち遠しいです。 

なお、当日の運営に際し、大人の手が必要となるそうです。学校支援ボランティアに 

登録されている皆様に後日依頼をかけさせていただく予定ですので、よろしくお願いします。 
 

【今年度の芸術鑑賞会について】 

 今年度の芸術鑑賞会が以下のように決定しましたので、お知らせいたします。なお、 

保護者の方々も参加が可能かどうかは、現在確認交渉中（会場に限りがあるため）です。 

 日時：１２月１７日（火）３・４校時（11:00～12:00）   場所：本校体育館 

 演目：アフリカ民族音楽「アフリカンパフォーマンスコンサート」 
  

【みんなで守って気持ちよく生活しましょう】 

令和６年度が始まってから約半年、前期終了の節目を迎える中で、各学級において、子ども達と改めて「東野小の

約束」の内容を確認しました。学校生活は小さな社会。子ども達は社会性を日々学んでいます。特に集団生活を送る

中では、安全安心を確保するためにある程度の「ルール」は必要となります。 

子ども達にも、この「ルール」に則り指導を行っておりますが、時折「そんなこと言われたことない」「親がいい

と言った」という言葉が返ってきます。この言葉に子ども自身の「考え」は残念ながら見えません。「ルール」には

限界があり、また、すべてを「ルール」で縛っていては、子ども達の対応力も身につきません。この点を理解するに

は、繰り返しの指導が必要になってくると考えます。 

保護者の皆様におかれましても、本趣旨をご理解頂き、改めて「東野小の約束」の内容をご一読頂いた上で、前期

の行動がどうであったかお子様と一緒に振り返りをしていただくと共に、持ち物の再点検をお願いします。 
 

★校内で話題に挙がった内容例★ 

・ランドセル等にキーホルダを複数付けてくる   … 学校に必要のないものは持ってこない。 

・忘れ物を取りに戻る              … 登下校（中）後は自宅・学校には取りに戻らない。 

・多目的機能の付いた筆箱や肩掛けポーチの着用  … 実用性を重視。シンプルで 使いやすいものを。 

                          事故防止のため、肩掛け（首掛け）の着用は控える。 

【子ども達も真剣に考えています】 

 ９月12日（木）に第2回学校地域連携運営協議会が開催されました。 
今回は、児童代表の６年生５名から提案された意見を元に合議が行われ
ました。内容は以下の通りです。 
 
○放課後に校庭を開放してほしい。 
○地域の公園等でサッカー等のボール遊びがしたい。 
○校庭の遊具を増やしてほしい。 
○生き物を飼育する設備がほしい。 
○放送室にエアコンを設置してほしい。 
○校庭側にベンチを設置してほしい。 

 
 この意見は、どれも子ども達が普段生活 
する中で、切実に思いを馳せているものだ 
そうです。例えば、公園でボール遊びが 
禁止されているのは、小さな子どもから 
お年寄りまでが使う公共の場であるからだと 
理解している上で、「禁止」ではなく、設備を 
整備することでボール遊びが可能となるのでは 
ないかという提案までしてくれました。また、校庭開放については、「う
らちゃんに登録」することで可能となるかもしれないと、委員の方から
伺うと、児童からは「初めて知りました。」という感想も聞かれました。 
  意見交流で出された内容は、今後の熟議課題としたいと考えます。 

 

担当が作った事前告知。 

想いがつたわってきます！ 


